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全般 図脳RAPID/PRO22への対応/一部機能の改良など 

Ver.3.04では図脳RAPID/PRO22への対応と一部機能の改良、ソフトウェア動作の安定性向上のための各種不具合の修正を 
実施しました。主な修正箇所は以下と次のページ以降に記載した内容になります。 
その他の修正箇所や詳細については、図脳クラブの[ダウンロード]-[製品アップデート一覧]-[改善項目]欄の[詳細]から 
ご確認ください。 

コマンド名 改善内容 

回転押出 要素によって時間がかかる場合があったため高速化しました。 

反転 複数要素に対して実行できるように変更しました。 

断面図 切断平面と視点方向の矢印の線幅が太くなるように変更しました。 

送る 図脳RAPID/PRO22との連携に対応しました。 

重心 計測対象のボディが干渉している場合にも計測可能となるように変更しました。 

角度 4点でのラバー表示を3点と同様になるように変更しました。 

出力設定 

[ポリゴン設定]で設定したポリゴンで出力するオプションを追加しました。 

CATIA V5の2022/2023形式に対応しました。 

ACISの2022/2023形式に対応しました。 
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『アセンブリ計測』結果に密度と体積を追加 アセンブリ 

［アセンブリ］-［計測］-［アセンブリ計測］ 

[アセンブリ計測]コマンドの結果に密度や体積も表示するように変更しました。 

※コマンド名を[アセンブリ質量]から[アセンブリ計測]に変更しました。 

Ver.3.03の結果 Ver.3.04の結果 
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『断面表示』の追加オプション 表示 

［表示］-［オプション］-［断面表示］ 

面上で右クリックメニューを表示した際、指定した面と断面の向きを同じにする[この面を基準に断面表示]を追加しました。 

指定した面と断面が同じ向きになります。 
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『和』実行後にボディ名を維持 フィーチャ 

［フィーチャ］-［集合演算］-［和］ 

実行後のボディ名称を一つ目に選択したボディ名称を維持するように変更しました。 

「治具A」を一つ目に選択して[和]コマンドを実行した結果 
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『折曲げ』『伸展』に角度指定を追加 フィーチャ 

［フィーチャ］-［編集］-［折曲げ］ 

角度指定に対応しました。 

［フィーチャ］-［編集］-［伸展］ 

Ver.3.03のダイアログ Ver.3.04のダイアログ 
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不要な稜線を図面化の対象から除外 図面 

［図面］-［図面］-［図面化］ 

フィレットや円柱面の境界など、不要と思われる稜線を図面化の対象から除きました。 

Ver.3.03で図面化した結果 Ver.3.04で図面化した結果 
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投影図間の間隔設定を追加 図面 

［図面］-［図面］-［図面化］ 

[図面化]ダイアログで投影図間のXY方向の間隔を設定可能にしました。 
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計測結果に非表示要素を除外する設定を追加 計測 

［計測］-［計測］-［体積］ 

「Enter」キーでアクティブグループ全体を対象とした計測を行った際に、[非表示要素を除外する]から非表示要素を除外した
計測結果に切り替えられるように変更しました。 

[非表示要素を除外する]をONにすることで、 
非表示要素を除外した結果が表示されます。 

［計測］-［計測］-［面積］ 

［計測］-［計測］-［質量］ 
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『プロパティ』で面選択時の表示結果を拡充 計測 

［計測］-［プロパティ］-［プロパティ］ 

[編集対象]を面としたとき、外部の境界稜線の合計長さを[周長] 、内部境界稜線の合計長さを[穴周長]として表示するように
変更しました。 
NURBS面のプロパティ（ノットベクトル（U・V）、制御点座標、制御点毎のウェイト）を拡充しました。 
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Ver.3.03 リリースノート 

2022年10月13日 

株式会社フォトロン 

システムソリューション事業本部 
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全般 不具合の修正 

Ver.3.03ではWindows11 バージョン22H2の環境でSQ CADを使用した際に、▼ボタンを押すとSQ CADが強制終了する問題
を修正しました。 
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Ver.3.02 リリースノート 

2022年9月21日 

株式会社フォトロン 

システムソリューション事業本部 
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全般 各種不具合の修正/一部機能の高速化処理を実施 

Ver.3.02ではソフトウェア動作の安定性向上のための各種不具合の修正と、一部機能の高速化処理を実施しました。 
主な修正箇所は以下になります。その他の修正箇所、詳細については、図脳クラブの[ダウンロード]-[製品アップデート 
一覧]-[改善項目]欄の[詳細]からご確認ください。 

コマンド名 改善内容 

開く 
DXD/DWG 

単位が未設定のDXF/DWGを開いたとき、単位をインチではなくミリとして処理を行うようにしました。 
※Ver.3.01 まではインチとして読み込んでいました。 

配置 

処理を高速化しました。 

単位が未設定のDXF/DWGを開いたとき、単位をインチではなくミリとして処理を行うようにしました。 
※Ver.3.01 まではインチとして読み込んでいました。 

２点合せ 
３点合せ 
軸合せ 
面合せ 
面揃え  
面向揃え 

[アセンブリ]タブ-[位置合せ]グループ内のコマンドでジャイロ呼び出しを廃止し、処理を高速化しました。 

複写      
配列複写 
配列円弧 
インスタンス解除 
置換 
親変更 

[アセンブリ]タブ-[部品]グループ内のコマンドの処理を高速化しました。 

2D表示 2D表示状態の時にワイヤ作成やプリミティブ作成のコマンドを使用すると強制終了する不具合を修正しました。 

断面図 
プレビュー表示の位置が正しくないケースがあるため修正しました。 

断面図を配置後、非表示にしていた用紙範囲が表示状態になる不具合を修正しました。 
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Ver.3.01 リリースノート 

2022年6月23日 

株式会社フォトロン 

システムソリューション事業本部 
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全般 各種不具合の修正/一部機能の高速化処理を実施 

Ver.3.01ではソフトウェア動作の安定性向上のための各種不具合の修正と、一部機能の高速化処理を実施しました。 
主な修正箇所は以下になります。その他の修正箇所、詳細については、図脳クラブの[ダウンロード]-[製品アップデート 
一覧]-[改善項目]欄の[詳細]からご確認ください。 

コマンド名 改善内容 

開く 

アセンブリファイルの読み込みを高速化しました。 

部品名にファイル名で利用できない文字（コロンやアスタリスクなど）を利用している非ネイティブのアセンブリファイルを開いたとき、 
ファイル名が正しく処理されない不具合を修正しました。 

名前を付けて保存 
SQ CADで保存したCATProductファイルをCATIAで読み込むと、形状が正しく読み込まれない不具合を修正しました。 

ZAssy形式の保存を高速化しました。 

２半径 
コマンドを廃止しました。 
[２半径]コマンドで作成できるフィレットは、[徐変]コマンドで作成することができます。 

移動 ダイナミック入力で移動先の点を指示できない不具合を修正しました。 

図面化 
図面化の処理を高速化しました。 

非表示Groupが図面化される不具合を修正しました。 

送る 
図脳RAPID/PRO19～21のネットワークライセンス版との連携に対応しました。 
図脳RAPID/PRO21の年間ライセンス版と体験版との連携に対応しました。 

グループ移動 
図面化したあとで投影図単位で移動するコマンドを追加しました。 
ツリーの「正面図」や「平面図」上で右クリックメニューを表示すると[グループ移動]コマンドが選択できます。 

ハッチング プレビュー表示を高速化しました。 

出力設定 
CATIA V5-6R2021形式に対応しました。 
ACIS 2020/2021形式に対応しました。 
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リリースノート 

2022年2月17日 

株式会社フォトロン 

システムソリューション事業本部 
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既存データに含まれる属性情報の読み込み/追記/出力に対応 ファイル 

製品設計データやWebサイトからダウンロードした部品データに含まれている属性情報を読み込むことができます。 

属性編集機能で内容の確認、追記が可能です。Excelに出力すれば調達情報などへ活用できます。 

固定属性の密度を設定するとアセンブリ時に
パートごとの密度から質量計測が可能です。 

属性一覧のどの項目を固定属性に反映させるかを
指定できます。属性項目が多い場合に便利です。 

属性情報の追加/削除が可能です。 

Excelへの出力も可能です。 

※ Webサイトからダウンロードした3Dデータに属性情報が含まれていない場合もあります。 

［ファイル］-［属性］-［属性編集］ 
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使用頻度の高い部品をすぐに呼び出す『部品ライブラリ』機能 ファイル 

ボルトなどの使用頻度の高い標準パーツをライブラリからすぐに呼び出すことができます。オリジナルで作成した部品も 

登録することができます。部品データを保存しているフォルダ構成とは別に独自のお気に入りライブラリの作成も可能です。 

任意のフォルダを参照してライブラリに表示します。 

独自のライブラリに部品を登録できます。種類の異
なる部品等を保存フォルダと関係なく管理できます。 

※ SQ CADのインストール時にJIS機械パーツがデフォルトフォルダに格納されます。 

［ファイル］-［追加］-［部品ライブラリ］ 
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図脳RAPID(2D)形式の読み込みに対応 ファイル 

図脳RAPID(2D)で作成した図面データをそのまま読み込むことが可能です。これまでに作図したデータの有効活用と 

使い慣れた図脳RAPIDで3Dモデルの基礎となる断面形状を作成することで、3DモデリングをスピードUPできます。 

［.zsdxまたは.zsdxz形式で保存］ 

高さ情報を追加して簡単に
3Dモデルを作成 

2D CADデータ 
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複数材料からなる『アセンブリの質量計測』に対応 アセンブリ 

［アセンブリ］-［計測］-［アセンブリ質量］ 

属性情報の固定属性に密度が設定されていれば、複数の材料で構成されたアセンブリでも正確に質量計測ができます。 

複数の材料（密度）を使用して
質量計測 

属性情報の固定属性に
密度を設定 
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アセンブリ アセンブリの『リリンク』機能 

アセンブリを構成しているパーツデータが読み込めずエラーとなり「リンク切れ」となった場合に、アセンブリツリー上で 

個別にリンクを再設定することができます。 

読み込みに失敗した
ファイルを一覧で確認 

右クリック
メニュー 

読み込みに失敗しリンク切れとなったパーツです 

『リリンク』からファイルを再設定できます 
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アセンブリ パーツ更新時のアセンブリの『再構築』機能 

アセンブリを開きながらパーツを同時に開きパーツデータを編集した場合に、アセンブリファイルを一度閉じなくても、 

アセンブリに含まれるファイルを再読込して編集内容を反映させることができます。 

［アセンブリ］-［更新］-［再構築］ 

アセンブリを開きながらパーツを編集 『再構築』コマンドで変更を反映 
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表示 移動しながらリアルタイムに干渉を確認する『動的干渉表示』機能 

ジャイロや移動系コマンドを使用しながら干渉の有無をリアルタイムに確認することができます。治具や装置の動きを 

確認しながらレイアウトなどの検討ができます。 

［表示］-［オプション］-［動的干渉表示］ 

干渉している部分が赤く表示 

ジャイロ機能 

パーツスライドさせて干渉チェック 
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表示 各面の勾配を確認する『勾配解析』機能 

上限、下限の角度と角度の基準となる面を設定すると、各面の勾配に応じて3色で表示されます。金型等を作成する際の 

抜き勾配チェックに活用できます。 

［表示］-［オプション］-［勾配解析］ 

使用する色は自由に変更できます。 

しきい値となる角度を設定できます。 

基準となる平面を選択できます。 
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ワイヤ ワイヤ作成をスムーズにする『2D表示』機能 

『2D表示』がONの場合は作業平面に正対した視点方向で固定されます。作業平面にワイヤを書く際に、誤って視点が 

回転してしまうことを防止することができます。視点方向が固定されていても拡大/縮小やパン操作は可能です。 

［ワイヤ］または［ワイヤ2］-［表示］-［2D表示］ 

上下左右のパン操作は可能 

［2D表示］をONにすると作業平面に正対し固定 

拡大/縮小操作は可能 

回転操作は不可 
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図面 図面化で出力する方向を指定する際のプレビュー機能 

図面化する際に正面図を選択した後に各視点方向からのプレビューが表示されます。事前に正面図の設定や必要な視点方向 

の確認ができます。図面を出力する前に修正が可能なので、再出力の手間を削減できます。 

［図面］-［作図］-［図面化］ 

それぞれの視点方向からのプレビューを確認できます。 

アイソメ図も最大4方向を出力できます。 
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図面 投影図の情報から断面図を作成 

断面を作成したい箇所をマウスで指示するだけで簡単に断面図を作成することができます。断面部分にハッチングを 

かけたり階段断面図の作成もできます。 

※ 本機能を使用するためには元の3Dモデルが.ZPartまたは.ZAssyで保存されている必要があります。 

断面図を作成したい投影図を
アクティブにする必要があり
ます。 

作成方法を切り替える
ことができます。 

［図面］-［図面］-［断面図］ 

①断面の位置をマウスで自由に
指定できます。 

②矢視方向を指定できます。 
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図面 3Dモデルの変更を図面化した投影図に反映させる『再配置』機能 

※ 本機能を使用するためには元の3Dモデルが.ZPartまたは.ZAssyで保存されている必要があります。 

※再配置すると寸法線などの図面内で追記した情報がリセットされ、図面化したときの初期状態となります。 

一度図面化した3Dモデルに変更が生じた場合は、出力済みの2D Document内の投影図の内容を最新の状態に再配置 

することができます。3Dモデルの変更ごとにバラバラに2D Documentファイルを作成する必要がなくなります。 

［図面］-［図面］-［図面再配置］ 

図面化 

修正 

図面化 

図面再配置 

同一ファイル内で修正内容を反映 
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全般 Partのボディ単位で『一括保存』機能 

アセンブリ機能を使用せずに1パートファイル内で複数のボディを組み上げている場合に、ボディ単位で別々のパート 

ファイルに保存できます。部品単位のデータを作成するときに活用できます。 

［ツリー］上で右クリック 

サーフェスボディやワイヤボディは
対象外となります。 

出力したファイル名は「グループ名_ボディ名」となります。 

右クリック
メニュー 

右クリック
メニュー 

Part内のすべてのソリッドボディが出力対象になります。 

Group内のすべてのソリッドボディが出力対象になります。 
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全般 形状選択の操作性を向上 

一部コマンドの形状選択をステップレス化しました。これによりコマンドを確定させるまでは形状選択の追加/解除を 

シームレスに行うことができます。 

編集項目を切り替えることで形状選択の追加/解除ステップを自由に行き来することができます。 

対象コマンド：［フィレット］［除変［集合演算（差）］］［集合演算（積）］［薄肉化］ 
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［画面右下のサーチ切り替えアイコン］ 

全般 サーチ機能の『一時変更』機能 

サーチモードの変更を次に選択するときだけ有効にできます。サーチモードを変更した際に元に戻す手間を削減できます。 

一時変更をONにするとサーチモード全体が解除され、 
次の形状選択で使用したいサーチモードを選択できます。 

次の形状選択で使用するサーチモードを選択 

形状選択 
一時変更前の状態 
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全般 キーボードショートカットキーに対応 

コマンド選択などをスピーディに操作するためにキーボードショートカットキーに対応しました。 

タブ名 コマンド名 キー割当 

 ファイル 

 新規作成  Ctrl + N 

 開く  Ctrl + O 

 上書き保存  Ctrl + S 

 名前を付けて保存  Ctrl + Shift + S 

 印刷  Ctrl + P 

 アンドゥ  Ctrl + Z 

 リドゥ  Ctrl + Y 

 ヘルプ  F1 

 表示 

 全体  Home 

 XY  F5 

 YZ  F6 

 XZ  F7 

 ISO  F8 

 作業平面正対  End 

 モデル  F3 

 ワイヤ  F4 

 色設定  F9 

 断面表示  F10 

タブ名 コマンド名 キー割当 

 ワイヤ 

 追加（作業平面）  F11 

 初期化（作業平面）  F12 

 直線  L 

 連続線  K 

 円  O 

 円弧  A 

 長方形  J 

 クイックトリム  T  

 ワイヤ接合  Y  

 角丸め  U 

 面取り  I 

 フィーチャ 

 平行押出  E 

 回転押出  R 

 スイープ  S 

 和  W 

 差  Q 

 穴あけ  H 

 分割  B 

タブ名 コマンド名 キー割当 

 フィーチャ 

 フィーチャー除去  V 

 面持上げ  X 

 面の移動  Z 

 フィレット  F 

 面取り  C 

 フィレット選択  Ctrl + F 

 穴選択  Ctrl + T 

 面の置換  G 

 編集共通 

 移動  M 

 複写  N 

 削除  D 

 計測  プロパティ  P 

 その他 

 同径以下の穴の選択  Ctrl + G 

 同径フィレット面の選択  Ctrl + B 

 視点を90°回転（３Dモード時）  ↑↓←→ 

 視点を移動（２Dモード時）  ↑↓←→ 

 直線ラバーの切り替え  Ctrl + R 
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全般 コマンドの統合① 

操作性の向上のため、類似コマンドを統合しました。 

統合前コマンド 統合後のコマンド 備考 

ボディ表示設定 

［表示］-［属性］-［色設定］ 
編集対象を切り替えることで要素別に色の変更が可能になりました。
編集対象を「ボディ」としている場合はすべてのボディ要素が選択で
きます。 

面色変更 

稜線色変更 

面色初期化 
［表示］-［属性］-［色初期化］ 

編集対象を切り替えることで要素別に色の初期化が可能になりました。
編集対象を「ボディ」としている場合はすべてのボディ要素が選択で
きます。 稜線色初期化 

円弧 
［ワイヤ］-［作成］-［円弧］ 円弧コマンド内で3D円弧を選択できるようになりました。 

3D円弧 

円中心線 
［ワイヤ］-［作成］-［中心軸］ 

円またま円弧の稜線、円柱面を選択すると中心軸を作図できるように
なりました。 

円柱面中心軸 

放物線 
［ワイヤ2］-［NURBS曲線］-［円錐曲線］ 

円錐曲線のコマンド内で放物線、双曲線を選択できるようになりまし
た。 

双曲線 

投影（モデリングタブ） 
［ワイヤ］-［作成］-［投影線］ 

ワイヤまたはサーフェスとして投影するかをダイアログ内で切り替え
られるようになりました。 

投影（サーフェスタブ） 
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全般 コマンドの統合② 

操作性の向上のため、類似コマンドを統合しました。 

統合前コマンド 統合後のコマンド 備考 

ワイヤ近似接合 
［ワイヤ］-［編集］-［ワイヤ接合］ 

ワイヤ接合コマンド内で近似接合に必要な許容誤差の設定が可能にな
りました。 

ワイヤ接合 

面の近似接合 
［サーフェス］-［サーフェス］-［面接合］ 

面接合コマンド内で近似接合に必要な許容誤差の設定が可能になりま
した。 

面の接合 

オフセット（編集-ボディ編集） 
［フィーチャ］-［編集］-［オフセット］ 

編集対象を切り替えることで要素別にオフセットが可能になりました。
編集対象を「ボディ」としている場合は、ソリッドボディ、サーフェ
スボディの両方が選択できます。 オフセット（サーフェス） 

複写 

［ワイヤ］or［ワイヤ2］or［フィーチャ］-［編集］-［複写］ 
編集対象を切り替えることで要素別に選択できるようになりました。
編集対象を「ボディ」としている場合はすべてのボディ要素が選択で
きます。使用頻度の高いコマンドのため複数のタブに配置しました。 

ワイヤコピー 

サーフェスコピー 

面面フィレット 

［サーフェス］-［サーフェス］-［フィレット面］ 
フィレット面のダイアログ内で要素のして方法を切り替えられるよう
になりました。 

面線フィレット 

線線フィレット 

三線フィレット 
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全般 コマンドの統合③ 

操作性の向上のため、類似コマンドを統合しました。 

統合前コマンド 統合後のコマンド 備考 

分割（編集） 

［フィーチャ］-［編集］-［分割］ 編集対象を切り替えることで要素別に選択できるようになりました。 面分割 

稜線分割 

削除 

［ワイヤ］or［ワイヤ2］or［フィーチャ］-［編集］-［削除］ 
編集対象を切り替えることで要素別に選択できるようになりました。
編集対象を「ボディ」としている場合はすべてのボディ要素が選択で
きます。使用頻度の高いコマンドのため複数のタブに配置しました。 

稜線の削除 

面の削除 

角度3点 
［計測］-［計測］-［角度］ 角度コマンド内で計測方法を切り替えられるようになりました。 

角度4点 

要素間距離計測 
［計測］-［計測］-［要素間距離］ 要素間距離コマンド内で計測方法を切り替えられるようになりました。 

ボディ間距離計測 

延長 ［ワイヤ］or［ワイヤ2］-［編集］-［トリミング］ トリミングに名称変更し複数要素に対応しました。 

交差分割 
［ワイヤ］or［ワイヤ2］-［編集］-［要素トリミング］ 相互トリム、相互分割機能を追加しました。 

トリミング 
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全般 コマンドの統合④ 

操作性の向上のため、類似コマンドを統合しました。 

統合前コマンド 統合後のコマンド 備考 

－ ［ワイヤ］or［ワイヤ2］-［編集］-［曲線延長］ ワイヤ延長の曲線延長コマンドを独立しました。 

クイックトリム 
［ワイヤ］or［ワイヤ2］-［編集］-［クイックトリム］ 

クイックトリムのダイアログ内でトリム方法を選択できるようになり
ました。 

クイック分割 

面トリム 
［サーフェス］-［サーフェス］-［面トリム］ 面トリムのダイアログ内でトリム方法をできるようになりました。 

相互分割 
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全般 リボンメニューの整理 

操作性の向上のため、リボンメニューを整理しました。 


